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マルセイユにおける移住現象（1806－1911年）

国内移住から「移民」の時代へ

國　府　久　郎

要旨　19世紀から20世紀初頭にかけてのフランスでは，出生率の低下が原因で人口増

加が停滞気味の中，農村部から都市部への人口集中，すなわち都市化が進行していた。

しかし，産業化が進展するフランスでは，国内からの移住者だけでは労働力は十分では

なく，早くから外国からの移住者，移民に頼らざるを得ない状況にあった。本稿では，

国勢調査などの統計資料を用いながら，国内移住も重要で，なおかつ外国人，特にイタ

リア人が極めて集中していたフランス南部の港湾都市マルセイユにおける，移住の長期

的な動向を具体的に明らかにすることを目的としている。その際，国内の移住者から外

国人の移住者へと変わりつつある過程で，当時のマルセイユの人々が移住という現象を

どのように捉えていたのかも検討する。1901年には，マルセイユの総人口に占めるイ

タリア人の割合は18％と頂点に達しており，外国人人口に占める割合も91％にまで上っ

ていた。このイタリア人たちは，19世紀後半に建設された都市北部の新港沿いの工業

中心地帯で，多くが工場労働者として働いていたが，都市固有の多様な労働力需要を満

たすために，その他にも様々な職業にマルセイユで従事していたのであった。

キーワード：都市化，マルセイユ，国内移住，移民イタリア人

はじあに

　19世紀から20世紀初頭にかけてのフランスの人口動態の特徴といえば，イギリスやドイツ

などの他の西ヨーロッパ諸国と比較した場合の出生率の低さと，それに伴った人口増加の緩慢

さをまず挙げることができるだろう。1801－1911年の期間で，フランスの人口は約2700万人

から約4000万人へと，確かに約1，5倍は増加したが，ほぼ同じ期間にイギリスの人口は約

1100万人から約4100万人へと約4倍も増加し，ドイツの人口は約2200万人から約6500万人

へと約3倍増加していた。特に19世紀の後半においては，イギリスの人口が約2100万人から

約4100万人へと，2倍近く増加しているのに対して，フランスの人口は約3600万人から約

4000万人へと11％しか増加していないD。そのために，この時期に大規模に行われていたア

メリカ大陸などへの海外の移住に，フランスは大きく参加することはなかった2）。

　しかし，こうした低い人口増加率を背景としながらも，産業化が進行するフランスにおいて
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も農村部から都市部への人口集中，すなわち都市化は見受けられた（図1）。1800年代から第

一次大戦前までに，総人口の年平均の増加率は0．3％でしかなかったが，都市人口の年平均増

加率は1．22％にまで達しており，都市に居住するフランス人の割合も20％以下から44．6％に

まで伸びていた3）。都市の自然増（出生数と死亡数の差）は極めてわずかで，ゼロに近いこと

がよくあり，時にはマイナスさえ示していたので，都市の人口増加の要因としては社会増（移

住）が重要であった4＞。このフランス国内の移住に関しては，1911年の国勢調査の出生地から

作成された図2－A，図2－Bを参考にしながら，いくつかの特徴を手短に把握してみたい。図
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　　Jacques　Dupaquier，　dir．　Histoire　de　la　poputation　franCaise，　IU，　de　1789　a　1914．　Paris，1988，

　　pp．123，130，132．より作成。

　　　図1　フランスの総人ロと都市人ロ・農村人ロの推移（現在の国境の範囲）
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一移住の地域境界線

　　P．E．　White，“Internal　migration　in　the　nineteenth　and　twentieth　centuries”，

　　in　Ogden　and　White　eds．，　p．23．より作成。

　　　　図2－A　各県からの主要な移住の流れ（パリへの移住を除く）

　　　　図2－B　パリへの主要な移住を行っていた諸県（黒塗りの部分）
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2－Aでは，パリへの移住は除かれているが，それでもパリ盆地，リヨン，マルセイユ，ボル

ドー，さらにはクレルモン＝フェラン，ニーム，モンペリエ，トゥールーズ，ナント，トゥー

ル，ルアン，リールなどへの移住が確認でき，いくつもの地域経済を基盤にしてフランスの都

市化が進行していったことがわかる5）。次に，パリへの主要な移住を行っていた諸県を表す図

2－Bからは，フランスの三分の二の諸県（黒塗りの部分）がこれに該当し，フランスの国内移

住においては，パリが圧倒的な存在であったことが確かめられるであろう6）。

　1911年の二つの図から把握できたフランス国内の移住の特徴としては，いくつもの地域経

済を基盤にして移住による都市化が進行していたこと，パリへの移住が圧倒的であったことを

指摘できる。しかし，緩慢な人口増加を背景に移住が行われていたフランスにおいては，さら

にもう一つの重要な特徴，外国からフランス国内への移住も付け加えて置かなければならない。

産業化が伸展するなかでフランスは，国内からの移住者だけでは労働力不足を解消することは

できず，早くから外国からの移住者（移民）に頼らざるを得ない状況にあった（表1）。1889

年の国籍法の影響にもかかわらず7），フランスの総人口に占める外国人人口の割合は，1851年

の1．05％から，1911年の2．86％となり，とりわけイタリア人人口とベルギー人人口が多数で

あった。1851年の段階では，外国人人口の中ではベルギー人が最も多かったが，イタリア人

が徐々に勢いを増していき1901年にはベルギー人の数を上回るようになる。フランス国内の

外国人の地理的分布においても，イタリア人はベルギー人より広範囲にフランスに移住してお

り，特に南フランス諸県への集中は著しく，マルセイユのあるブーシュ＝デュ＝ローヌ県など

は1911年には十万人を越えていたのであった8）。

　19世紀から20世紀初頭にかけてのフランス全体の都市化と移住については，これで三つの

大まかな特徴を把握できた。日本におけるフランスに関する移住の歴史研究では，最も広範囲

に大量の移住者を引き付け，早くも19世紀の前半から人口が急増していたパリの事例が，こ

れまで紹介され，研究されつつある9）。そこで本稿では，地域経済を基盤にした移住による都

市化が進行しており，さらには国際的な色彩も濃かったブーシュ＝デュ＝ローヌ県の県庁所在

　　　　　　　表1　フランスにおける外国人人ロの推移（1851－1911年）（人，％）

1851 1866 1876 1881 1891 1901 1911

外国人人口 379，289 655，036 801，754 1，001，090 1，130，211 1ρ37，778 U59，835

128，103
275，888　　－一幽・

374，498 432，265 465，860 323β90 287，126ベルギー人人ロ

Cタリア人人口 63，307 99，624 165β13 240，733 286，082 330，465 419，234

帰化人人口 13，525 16，286 34，510 77，046 170，704 221，784 252，790

総人口に占める
[も国人人口の割合

1．05 1．7 2．1 2．6 2．8 2．6 卑．86

Dupaquier，　op．　cit．，　p．216；帰化人人口のみ，　Minist6re　du　Travail　et　de　la　Pr6voyance　Sociale，　Bureau　de　la

Statistique　G色n6rale　de　la　France，　Re’sultats　statistiques　du　recensement　ge’ne’ral　de　la　poputa　tion　effectu61e　5　mars

1911，Paris，1913－1915，　t．1－2”partie，　p．51．より作成。
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地，マルセイユに注目してみたい。欧米における，マルセイユの移住に関する主な歴史研究を

ここで整理してみると，アメリカの歴史家ウィリアム・シーウェルの『構造と流動性：マルセ

イユの男と女たち1820－1870』1°）が何よりも重要となるであろう。シーウェルの研究からは，

1820年から1870年までのマルセイユの都市や経済の状況，移住などについて詳しく知ること

ができ，19世紀マルセイユ研究の基礎文献となっている。ただし，移住に関しては，利用し

た史料（主に婚姻証）の性質から，出稼ぎ労働者や移住してくる前にすでに結婚していた移住

者の分析が不可能であり，当時出稼ぎ労働者もまだ多かったイタリア人の実数などは十分では

ないようである11）。一方，外国からの移住者，移民に関してはエミル・テミム他『マルセイユ

移民史』の二巻】2）が参考になるが，匡1内からの移住者には殆ど考慮が払われていないために，

19世紀マルセイユの人口増加が，外国人，特にイタリア人の移住によってのみ引き起こされ

たかのような印象を与えてしまっている且3）。

　以上の諸研究からは，マルセイユへの主要な移住の流れが，どの時期に国内移住から移民へ

と変化していったのかを具体的に把握することはできない。こうした研究の状況を踏まえて本

稿では，主に統計資料に基づきながら，19世紀から20世紀初頭にかけてのマルセイユの移住

の長期変動を明らかにしていくことにする。その際国内の移住者から外国人の移住者へと変

わりつつある過程で，当時のマルセイユの人々が移住という現象をどのよう捉えていたのかに

ついても検討する。そして，移住者を数量的に把握した後は，都市における移住者の地理的分

布を確認して，移住者の居住傾向が都市改造や就業状態といかに密接に関わっていたのかを概

観しておきたい。

　本稿では史料として，19世紀初頭以降，ほぼ五年おきに実施された国勢調査］4），1878年か

ら刊行された統計年鑑5），当時のマルセイユの統計学者，経済学者，実業家，医師などの著作

や論文，小冊子などを利用する。又，マルセイユのイタリア人たちの状況をより詳しく知るた

めに，在マルセイユ・イタリア領事館の副領事であったロッシL．・Rossiの報告16）も参考にした

い。統計資料として本稿では国勢調査を多く用いているので，移住との関連でのみ国勢調査に

ついてまとめてみると，まず1846年から浮動人口の調査が始まり，都市は公式に2000人以上

と定められるようになる。1851年には初めて国籍と宗教が調査され，1861年の調査では，フ

ランス国内の他県出身（出生）者がごく簡単にではあるが確かめられる。1872年からは，国

勢調査の基になる手稿の住民名簿である人口調査原簿listes　nominativesに出生地が記載さ

れるようになったの。

　1876年の調査からは，すでにパリでは1836年と1851年に利用されていた，個人調査票

bulletins　individuelsが義務化される。国勢調査は通常，被調査者による自己記入方式（自計

方式）で行われるが，この1876年の調査のみ調査員記入方式（他計方式）が採用された。

1891年の国勢調査においては，フランス国内の他県出身者が，各県ごとにより詳細にわかる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54
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が，性別，職業，年齢との移住の関係が明らかになるのは，1901年と1911年の国勢調査になっ

てからであった。そして，この時期に統計集計の技術的な革新も行われ，1896年の職業調査

から，統計データが機械によって処理されるようになる’8）。

　こうした一連の国勢調査を主に実施した，フランスー般統計局Bureau　de　la　Statistique

G6n6rale　de　Franceは，1840年に創設されるが，十分に活躍するようになるのは第二帝政期

になってからであった。又，移住の研究に関してより重要な事項である，前回調査時の居住地

との比較は，1962年の国勢調査まで待たなければならなかった19）。国勢調査は，移住だけを

把握することを目的としていなかったので，その利用にはいくつもの問題点がある。それでも，

長期的な視野で移住者の数量的動向を知るのには，最も基本となる情報を与えてくれる史料で

あることは確かであろう2°）。

第1章マルセイユの人口増加（1806－1911年）

　パリほどの規模ではないが，マルセイユも19世紀以降多くの移住者を引き付け，人口が急

激に増加していた（図3）。マルセイユは1669年に自由港となり，輸入した原料を関税が課さ

れることなく利用が可能であったが，商品をフランス国内に運ぶ際は税金を払わなければなら

なかったので，特に再輸出が盛んに行われていた。マルセイユの商人が事実上独占していたレ

ヴァント貿易や，西インド諸島を中心とする大西洋貿易で18世紀のマルセイユの商業は発展

し，人口も増加傾向にはあった21）。しかし，ヨーロッパでのペスト流行の終焉を告げる最後の

惨事であった1720年のマルセイユでの大流行や22），海上貿易に依存していたマルセイユの経

済をほぼ麻痺状態にしてしまった1806年の大陸封鎖などが原因で，1660年から1821年まで

のマルセイユの人口の年平均増加率は約O．4　　　（人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500．000
％でしかなかった23）。マルセイユは1794年

に自由港ではなくなったので，19世紀には

フランス国内が主要な市場となった。そして，

ナポレオン戦争後に再び経済成長を遂げ，人

口も着実に増加するようになる。歴史家シー

ウェルは，マルセイユの人口の年平均増加率

が約3．7％までに達した1821年から1872年

までの間が，マルセイユの人口推移で最も重

要な期間であったとする。だが，より具体的

に1806年から1911年までの五年ごとの人口

推移を確認してみると，1870年代以降も増

加数などはかなりの数に上っているのがわか
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図3　マルセイユの人ロ推移（1660－1901年）
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表2　マルセイユの人ロの推移（1806－1911年）

調査年次 人　口 増加数 増加率（％）

1806 99，169

1811 96，271 一2β98 一2．98

1816 106，872 10，601 11．01

1821 109，483 2，611 6．02

1826 115，943 6，460 5．90

1831 132，300 16，357 14．11

1836 148，597 16，297 12．32

1841 156，060 7，463 5．02

1846 183，186 27，126 17．38

1851 195，138 11，952 6．52

1856 233，817 38，679 19．82

調査年次 人　口 増加数 増加率（％）

1861 260，910 27，093 11．59

1866 300，131 39，221 15．03

1872 312，864 12，733 4．24

1876 318，868 6，004 1．92

1881 357，530 38，662 12．12

1886 375，378 17，848 4．99

1891 403，749 28，371 7．56

1896 442，239 38，490 9．53

1901 491，161 48，922 11．06

1906 517，478 26，317 5．36

1911 550，619 33，141 6．40

　1806－】816年：Docteur　Hjppo】te　Mireur，　Le〃Mouvement　compare’　de　la　population　d　Marseille，　en　France　et　dans　tes

6翅sde　l’Europe，　Paris，1889，　p．　14；182r－1876年：Minist6re　de　rAgriculture　et　du　Commerce，　Servlce　de］a

　Statistique　G6n6rale　de　France，　Annuaire　statistique　de　la　France，1878，　Paris，　reproduit，　Nendeln，　Liechtenstein，

　1968，　pp．　8－9；1881－1886年：Mireur，　op．　clt．，　pp．16－18；1891年：Ministさre　du　Commerce，　de　1’Industrie，　des　Postes　et

　des　T61色graphes，　Office　du　Travail，　Statistique　G6n6rale　de　la　France，　Annuaire　Stαtisti（7ue　de　la　I7rance，

　1892－1893－1884，Paris，　reproduit，　Nendeln，　Liechtenstein，1968，　p．10；1896－1901；Idem，　Annuaire　Statistique　dθla

France，工902，　p．4：1906－191工；Minist6re　du　Travail　et　de　la　Pr6voyance　sociale，　Statistique　G色n6rale　de　la　France，

Annuaire　statistique　de　la　France，1912，　Paris，　reproduit，　Nendeln，　Liechtenstein，1968，　p．4．より作成。

る（表2）。

　マルセイユの人口は1806年の99，169人から，1911年の550，619人へと変化し，およそ一世

紀の間に約五倍増加したことになる。人口増加数がとりわけ顕著な時期は，七月王政期にほぼ

該当する1826－1836年，1841－1846年の間，第二帝政期の185H866年の間，第三共和政期の

1876－1881年，1891－1911年の間である。逆に，増加数が相対的に少ない時期は，1836－1841

年，1846－1851年，1866－1876年，1881－1886年の間であり，コレラの流行や政治的事件，経

済状況の悪化などの影響が指摘されている2％

　この著しい人口増加の要因を次に検討してみると，パリなどのフランス国内の諸都市と同様

に，移住がやはり重要となる。出生届と死亡届の記録によれば，1806年から1878年までの73

年間で，出生数の超過はわずか11，880人に過ぎず，その後も状況は良くならなかった25）。人口

数が38，662人も増加した1876－1881年の間は1，513人の死亡数の超過，1881－1886年の間は

3，887人もの死亡数の超過が，マルセイユの医師であったミルール博士により確認されてい

る26）。さらに，公式な統計でも，1891－1896年の間のブーシュ＝デュ＝ローヌ県の都市部にお

いては，2，598人の死亡数の超過が記録されていた27）。よって，急激な人口増加は，自然増

（出生数と死亡数の差）によるものではなく，社会増（移住）によって引き起こされたと考え

られる。まさにミルール博士が言うように，「…外部からの移住がなければ，マルセイユの人

口数は増加しないで減少していたであろう28）。」

　人口増加の要因となった移住は，19世紀から20世紀初頭の間にその主体や形態を徐々に変

えてもいた。次章では，この期間の移住を，国勢調査の結果や，政体の変化の年代などを考慮
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して，大まかに三つの時期に区分しながら考察を進めていきたい。近隣諸県のフランス人によ

る移住がi三であった1806－1850年の間を第一の時期，フランス人によって大規模に移住が行わ

れ，外国人による移住（移民）も徐々に増加し始めていた1851－1871年の間を第一二の時期，外

国人，特にイタリア人による移住が急増した1872－1911年の間を第三の時期とする。

第2章移住の段階と形態

　（1）各時期の移住の特徴一国勢調査の年次を基準にして一

　マルセイユでは，経済が再び成長し始めるナポレオン戦争後の1816年頃から，フランス国

内の移住が次第に増加していた。ただし，婚姻証の分析を行ったシーウェルによれば，第一の

時期に該当する1821－1822年の間の移住は，規模はそれほど大きくなく，地理的な範囲も限ら

れ，プロヴァンス地方からの移住者が’卜数近くを占めていた29｝（表3，図4）。プロヴァンス地

方などの近隣地域からの移住は，職業的，教育的背景は不十分ではあるが，マルセイユと文化

的に類似しており，家族や親族のつながりが濃密な人たちによって行われていた。一方，後背

地（移住の影響圏）などの遠隔地域からの移住は，職業的地位がすでに高く教育水準もより高

い，特に男性によるものであった。三分の一以上の女性移住者には，マルセイユに両親がおり，

移住が家族単位で行われることで，保護的な環境で生活することができていた。マルセイユに

両親がいない女性移住者も，たとえ読み書きのできない農民の娘であったとしても，裕福な家

庭の女中として働くことで，同じく保護的な環境を手に入れることができていだt－］。

　マルセイユで結婚をして，おそらく定住を目的としていた移住者の他にも，すでに前ltt紀か

ら，南アルプス山脈やイタリア半島からの大勢の労働者が出稼ぎに来ていた。こうした出稼ぎ

労働者が多く含まれる，1791－1792年のガルニ（家具付きの貸し部屋）の宿帳を分析したミシェ

表3　マルセイユへの移住者の出生地
1821－1822年の婚姻証（％）

　　（実数は不明）

出　生　地 新郎 新婦

ブーシュ＝デュ丁ローヌ県 19＊1 24＊1

他のプロヴァンス地方 29 31

プロヴァンスの合計 48 55

他の後背地 14 17

他のフランス地域 19 9

イタリア絹 13 13

他の外国 6 7

表4　ガルニの宿泊者の出生地

1791－1792年の宿帳（％）

（括弧内の数値は実数）

　ガルニの宿泊9”L’

　　　　19（227）

　　　　ll（132）

　　　　29（359）

24（300）

33（407）

10（126）

3（36）

嘉潟講攣隻織慰脚人の宿儲のうち9割以上が難霧翻
表3：William　H．　Sewet1，　Jr．，　Stntcture　and　Mobitity：The　Men　and　LVomen

of　Marseitte．1820－1870，　Cambridge，1985，　p．163；表4：Michel　Vovel］e，

“Le　prol6tariat　flc）ttant　il　Marseille　sous　la　R6volution　franCaise”，

Annαles　de　dc’，mographie　historique，1968，　p．126．より作成。
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表5　マルセイユへの移住者の出生地（1821－1869年までの推移）（％）

新　　　郎 新　　　婦
出　　生　　地

1821－2 1846－51 1869 1821－2 1846－51 1869

ブーシュ＝デュ＝ローヌ県 19 15 10 24 13 10

他のプロヴァンス地方 29 20 15 31 25 14

プロヴァンスの合計 48 35 25 55 38 24

一 一 一 一 一 一他の後背地 14 16 20 17 22 25

他のフランス地域 19 24 35 9 19 37

イタリア＊1 13 18 15 13 16 10

他の外国 6 7 4 7 5 4

＊1 z869年のみサヴォワ，ニースが含まれない。Sewel1，0p，　cit．，　p，178．より作成。

ル・ヴォヴェルの研究を参考にすれば，近隣地域に加えて，後背地に位置するアルプス山脈や，，

イタリアのピエモンテ，ジェノヴァなどからも，不熟練の労働者として出稼ぎ労働者が来てい

たことが確かめられる31）（表4，図4）。表3の1821－1822年の新郎の出生地は移住者のみの割

合で表4のガルニの宿泊者はマルセイユ出身者も含まれるために，単純に二つの表を比較す

ることはできないが，それでもガルニの宿泊者は，フランス国内の遠隔地域からの移住がより

多かったとは言えるであろう。ガルニには出稼ぎ労働者に加えて，フランス巡歴を行う職人組

合の熟練労働者たち（特に靴工，仕立工，指物工，樽製造工など）が職人宿として利用してい

たので，遠隔地域からの移住の割合が高くなっていた。又，リヨンからは商人が多数来ていた

ことも，遠隔地域からの移住の割合の増加に影響を与えていたのである32）。

　1830－1840年代に入ると，手工業もまだ重要ではあったが，石鹸製造や砂糖の精製，機械

（特に蒸気機械）の組み立て，化学（合成洗剤）などの産業が発展した。そして，不熟練労働

者の数が増すに連れて，マルセイユ全体の人口も増加傾向を示すようになる（表2）。経済と

人口の成長から，いくつかの都市の産業基盤にかなりの負担が掛かるようにもなっており，ま

ずはかつてより問題であった慢性的な水不足を解消するために，1840年代から運河が建設さ

れることになる33）。この運河の建設時には，肉体労働者のほぼ全員が，ピエモンテやジェノヴァ

出身の人から雇われ，1843年に始まったマルセイユーアヴィニョン間の鉄道敷設工事におい

ても同様の状況であった鋤。鉄道はさらに1852年にパリと直接つながり，フランス国内から

の移住の地理的範囲を大きく広げる結果ともなった（表5，図4）。

　第二帝政期に該当する，第二の時期である1851－1871年の間は，フランス国内からの移住が

かつてない規模で行われた。この時期になると，遠隔地域や近隣地域，男性や女性といったそ

れぞれの移住の，職業的，教育的な背景の差はなくなりつつあった。後背地を越えたより遠く

のフランス地域から，鉄道に乗ってマルセイユにやって来た農民や労働者出自の移住者たちは，

以前のエリート層や職人組合の熟練労働者たちに代わる，遠隔地域からの移住の中心的な存在

となっていた35）。第二帝政期のマルセイユは，商業が飛躍的に発展しており，フランス国内か
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らの移住者が，民間企業の事務員，警察官，税関吏，鉄道や港湾の職員などの小ブルジョワジー

に，マルセイユ出身者よりも多くなる。そして，この小ブルジョワジーの増加は，家内奉公の

需要を増大させ，女性移住者に女中としての職をさらに与えることになった36）。

　主にパリからの資本も導入しながら，より活発に行われるようになった，新港や帝国通りの

建設などの大規模土木事業の影響のためか，1860年以降は外国からの移住も徐々に増え始め

る。ただし，1851－1871年の期間はまだ，イタリア人以外の外国人の数も重要であった（表6，

表7）。とりわけ1861年に8，025人も数えたスペイン人は，イタリア人と同様に，工事現場の

出稼ぎ労働者が多かったが，オレンジなどを扱う果物商人も古くから多数いたのである37）。

　1866年にはスイス人が1，748人にまで増加していたが，前世紀からマルセイユに居住する商

人層に加えて，スイス人は事務員や特に会計士として雇われる傾向にあり，一般にイタリア人

やスペイン人よりも高い社会的地位にあった。しかし，ドイツ人などと同じく，マルセイユの

　　　　　　　　　　　　　表6　マルセイユのイタリア人人口の推移

調査年次
イタリア人人口（括弧

烽ﾌ数値は増加数）
増加率（％） マルセイユの総人口

総人口に占めるイタリ

A人人口の割合（％）

1851 16，109 195，138 8．26

1861 20，667（4，558） 28．29 260，910 7．92

1866 29，649（8，982） 43．46 300，131 9．88

1872 38，536＊1（8，887） 2997 312，864 12．32

1876 49，803（11，267） 29．24 318，868 15．62

1881 57，861（8，058） 16．18 357，530 16．18

1886 59，823（1，962） 339 375，378 15．94

1891 70，328（10，505） 17．56 403，749 17．42

1896 72，299（1，971） 2．80 442，239 16．35

1901 90，111（17，812） 24．63 491，161 18．35

1906 92，983（2，872） 3．19 517，478 17．97

1911 97，057（4，074） 4．38 550，619 17．63

＊1 垂S9を参照。
イタリア人人口：1851－1886年：Mireur，　op．　cit．，　p．22；1891－1911年：Pau1　Masson，　dir．，　Les　Bouches－du－Rh6ne：

Encyclop6die　dtipartementale，　XIII，La　Population，　Paris　et　Marselle，1921，　p．181；マルセイユの総人口：表2より

作成。　　　　　　　　　　　　　　　　　・

表7　外国人人口に占めるイタリア人人ロの割合の推移（人，％）

調査年次 イタリア人人口 外国人人口
外国人人口に占める

Cタリア人人口の割合

1851 16，109 18，778 85．79

1861 20，667 31，190 6626

1866 29，649 37，332 79．42

1876 49，803 54，854 90．79

1881 57，861 66，271 87．35

1886 59，823 66，175 90．40

1901 90，111 98，835 91．17

外国人人口：1851－1876年；Joseph　Mathieu，　Marseitle：　Statistique　et　histoire，　Marseilte，1879，　pp．25－27；188H886

年：Mireur，　op．　cit．，　pp．　16，　21；1901年：Masson，　op．　cit，　p．　185．；イタリア人人口：表6より作成。
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南部の裕福な諸地区で，女中として働く女性も多く見受けられたSS）。この時期に多様な外国人

が増加した理由としては，大規模土木事業の影響の他にも，1860年以降フランスが自由貿易

体制へと一時的に移行していたことも，その一つとして考えられるだろう39）。

　このように次第に外国人が増加し，より遠くのフランス国内の地域からも大勢の移住者がやっ

て来ていた状況を，当時のマルセイユの人々はどのように感じていたのであろうか。現代フラ

ンスの歴史家ジェラール・ノワリエルは，第三共和政期の初めの1870年代までは，社会問題

を扱った文献や警察文書などで，外国人と他県出身のフランス人の混同が見られ，「外国人の

住民は，フランス巡歴を行う職人組合の熟練労働者や，オーヴェルニュ地方出身者，アルプス

山脈から下りてきた山間部の住民と同様に，庶民階級の一構成要素とみなされていた♂°）」と

指摘している。実際に，当時のマルセイユの住民の証言をいくつか参考にしてみると，まだ出

稼ぎ労働者も多かった「イタリア人4D」と，アルプス地方からの出稼ぎ労働者や移住者である

「ガヴォGavots」は，確かに同じような扱いを受けていたようである。マルセイユ生まれの

靴工であったフランソワ・マジュイFranCois　Mazuyは，マルセイユの人たちが嫌がるよう

な不健全な製造所においては，「すべての労働がガヴォやジェノワたちに任されていた。この

二人種の移住者たちは，最も安い賃金で働くことにまだ大きな利益を見出していだ2）。」と述

べている。又，同じくマルセイユ出身のシャンソニエ，ヴィクトール・ジェリュは，日曜日や

祭日に時々する散歩中にこの上なく悲しくなった気持ちを，1857年にこう表している。「私の

通りがかりに出会うのは，バシャンか，ピエモンテ，ガヴォ，オーヴェルニュ地方出身者，そ

の他のいかがわしいフランシオFranciotsだけであった。…現在マルセイユに住む三十万人の

うち，真のマルセイユ出身者はもう五万人といないであろテ3）。」

　この第二帝政期までは，19世紀末に見られるような激しい「外国人嫌いx6nophobie」の感

情がイタリア人に対して向けられることは，どうやらなかった様子である44）。むしろこの時期

に注目すべき態度は，プロヴァンス語ではなく，自分たちに「強いられた」言語であるフラン

ス語を話す，特に北部出身の移住者であるフランシオへの，マルセイユの人たちの用心深さと

毛嫌いだろう。例えば，フランソワ・マジュイによれば，「北部出身の労働者がひどく不快な

のは，マルセイユでは親密な人間関係が築くのが困難なこと45）」であった。さらには，「マル

セイユの女性であれば，フランシオの男性と結婚するのは身分の低い者と結婚すること46）」だ

とまで思われていた。

　表8を見てもわかるように，1861年から1872年の期間は，マルセイユのあるブーシュ＝デュ＝

ローヌ県では，他県出身者の割合がかなり高くなっていた。しかし，第三の時期である

1872－1911年には，近隣諸県の都市化に伴って，フランス国内からの移住は落ち着くことにな

る。すでに19世紀後半から増加傾向にあったコルシカ島からの移住者に加えて，アルプス山

脈などの山岳地帯からの移住者は，この期間に最も増大はしていた。かつては出稼ぎ労働者で
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表8　各県の他県出身（出生）者の割合の推移（人口100人あたり1％）

調査県（括弧内は県庁所在地） 正861 1872 1881 1891 1901 1911

セーヌ県（パリ） 57．0 64．0 62．9 57．6 57．4 54．7

ローヌ県（リヨン） 28．0 3α4 35．3 35．0 38．3 38．5

ブーシュ＝デュ＝ローヌ県（マルセイユ） 18．0 29．7 29．3 28．2 30．1 30．5

アルプ＝マリティーム県（ニース）
4．5 6．1 8．0 14．2 22．0 28．9

ヴァール県（トゥーロン） 15．5 218 22．4 19．0 26．6 27．6

エロー県（モンペリエ） 11．0 13．3 17．0 19．8 27．3 26．5

ヴォークリューズ県（アヴィニョン） 10．0 12．6 11．7 11．0 19．4 21．9

全　　　　国 118 15．0 15．0 16．8 19．6 21．0

recensement　de　1911，　t，1－2t’　partie，　p．66．より作成。

人口（万人）

10

8

6

4

2

十　　外国人人口（万人）

一昏一　イタリア人人口（万人）

一●一　　総人口（10万人）

人口（10万人）

　　　　10

8

6

4

2

　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　工851　　　1861　　　1866　　　1876　　　1881　　　1886　　　1901年
　　表6，表7より作成。

　　　　　図5　マルセイユの総人ロと外国人人ロ・イタリア人人ロの推移（1851－1901年）

あった移住者も，時代が進むに連れてマルセイユに定住するようになり，アルプス地方の女性

などは男性よりも多く，徐々に故郷を離れていった。それでも，フランス国内からの移住者の

割合が停滞したのは，近隣諸県からの移住の流れがほとんど増さず，それに代わって外国から

の移住（移民）が大幅に増加したからであった47）（図5）。こうした外国人の急激な増加を目の

当たりにした，マルセイユの統計学者ジョゼフ・マチウJoseph　Mathieuは，「1866年に外

国人の数は37，332人にも達していたが，現在（1876年）は54β54人である。…もしこのまま

外国人の数が増え続ければ，マルセイユの人口の特徴をやがて根底から変えかねないだろゲ8）。」

と不安げに将来を案じていたが，その後はまさに彼の予想通りの結果となる。

　表6と表7を再び参考にしてみると，1880年代と1890年代の初頭以外は，外国，特にイタ

リアからの移住が著しく増加しているのがわかる。1901年には，マルセイユの総人口に占め

るイタリア人の割合が18％と頂点に達し，外国人人口に占める割合も91％にまで上ってい

た49）。フランスでは1889年の法により，フランスで生まれた外国人の子供は自動的か任意で，

フランス国民に帰化されていた。在マルセイユ・イタリア領事館の副領事であったロッシは，

「…国勢調査によって提示された外国人の数というのは，外国で生まれた外国人と帰化してい
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ない外国人だけをほぼ表しているのに過ぎないのである。ところが，フランス生まれの人［外

国人の子供一引用者，以下同様］はほとんど，［自らの申請による］帰化者と共に，フランス

国民の数を増加させるようになっている5°）。」と，この法の影響を説明している。したがって，

総人口に占めるイタリア人の割合が18％であったのは全く驚くべきことで，当時はマルセイ

ユにいる五人に一人がイタリア国籍の人であったという計算にもなる。

　このように大量に移住してきたイタリア人たちは，マルセイユの労働力不足を懸念する経済

界の人たちには，おおむね歓迎されていたようである。ブーシュ＝デュ＝ローヌ県貯蓄金庫の

理事長であったウジェーヌ・ロスタンEugさne　Rostandは，移民immigrationに関する論稿

で，「他のヨーロッパの人たちを，フランスへと引き寄せてくる動きに逆らわないで，この動

きを警戒して観察しながら，我々の利益になるように仕向けさせよう5D。」と述べていた。さ

らに，自由経済主義の意見の表明の場であった「経済学者雑誌』においては，フランソワ・ベ

ルナールFrangois　Bernardが，「単に国家的な視点から考えれば，マルセイユやフランスの

他の場所へのイタリアからの移民は，好都合なものとみなすことができる。それは，イタリア

からの移民が，フランスの学校で教育された，フランス以外の祖国を知らない，大変多くのフ

ランス国民の世代を将来に約束させるからである52）。」と，積極的に移民を受け入れるように

勧めていた。

　しかし，こうしたイタリア移民に好意的な人たちにでさえ，イタリア人の気に掛かる性向が

あった。ロスタンは，「ここマルセイユでは，イタリア人たちによって犯された人身に対する

犯罪を，新聞や雑誌が絶えず書きとめている53）。」と述べ，ベルナールも「…仕事場での競争

は別として，フランス人労働者はイタリア人にとても寛容な態度を示しているが，彼らとはほ

とんど付き合おうとせず，彼らの問題にもかかわりたがらない。それでも，イタリア人は暴力

的な性格なので，フランス人労働者が彼らを避けても仕方がない5％」と指摘していた。ごく

少数のイタリア人たちによるナイフを使った暴力犯罪が目立ち，集団で犯罪を行う傾向にもあっ

たので，マルセイユの一般住民たちも，彼らに非常に不安感を抱いていた55）。この当時はまだ，

イタリア人による犯罪の増加の原因としては，彼らの不安定な，より低い社会的地位を考慮せ

ずに，大部分がイタリア人であった外国人の急激な増加だけが問題にされやすかった。1921

年になってさえも，マルセイユ市立図書館の元館長であったバレH．・Barr6などは，「大勢の外

国人が押し寄せて来たことと過度の産業化」が犯罪の原因であると考えていた56）。

　イタリア人と最も接する機会の多かったフランス人労働者は，特に不況時に，普段は自分た

ちが嫌がる，きつく危険な仕事を行ってくれる移民労働者を敵視した。フランス人労働者より

も，日給で0．5から1フランぐらい安く働くイタリア人労働者を，雇用主は益々求めるように

なり，フランス人労働者は失業や賃金の低下を恐れた57）。そして，フランスによるチュニジァ

の保護国化で，両国間の政治的な緊張が高まった1881年が，マルセイユのフランス人労働者
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とイタリア人労働者の関係が最も悪化した時期だと言われ，3名の死亡者と21名の負傷者を

出す惨事となった「マルセイユの晩課事件」が6月に起こった58）。1881年以降にイタリア人

の数が停滞気味になるのは，この事件の影響も考えられるが，むしろ事件を引き起こす背景と

なっていた経済状況に主な原因があった。フランスは1880年代に再び保護貿易主義に回帰し

ており，マルセイユの港は活動が鈍り不況に陥っていたのであった59）。

　イタリア人がより安い賃金で働くこと以外にも，フランス人労働者が不満を抱く要因が他に

もいくつかあった。1880年から兵役がフランス国民に義務化されていたが，外国人は受入れ

国の防衛に参加することなく職業に従事していたので，労働市場での平等が保たれていない状

態にあった。そこでフランス政府は，フランス人に労働市場での平等を保障し，しかも，増加

する外国人の管理や，将来にわたる労働力人口の確保，軍人たちに望まれていた強力な軍隊の

再編成にもなる，1889年の国籍法を制定したのであった6°）。10年後の1899年には，労働市

場での外国人の制限の要求に応えるため，社会改良主義者のミルランMillerandの政令によ

り，国家や県，市町村communesなどの公共土木事業の請負で雇われる外国人労働者の割合

が，地域や事業の性格によって最大5％から30％に定められた。しかし，この措椴の効果は

ほとんどなく，その後もイタリア人労働者などは公共土木事業に多く雇われ続けたのである6】）。

　実際，フランス政府も移民の流入が止むのを望んではおらず，産業の労働力不足をより気に

掛けていた。外国人労働者の受入れと労働の条件が悪くならないように，例えば雇用主に労災

の責任と補償義務を定めた1898年の労災補償洗などでは，外国人労働者にもフランス人労働

者とほぼ同じ賠償の条件が認められていた62）。又，フランスの外国人は，公立小学校での無料

の学校教育や，生活保護Assistance　publiqueを受けることもできていた。だが，フランス

の生活保護を頼りにする外国人が増え過ぎたために，行政当局もフランス人の一般住民も懸念

する事態となっていた63）。

　本節の最後に，この生活保護の問題に関しては，在マルセイユ・イタリア領事館の副領事の

ロッシが報告で採り上げた一例を参考にしてみたい。フランスの市町村では，1851年の法の

施行により，ベッドに空きがあり，フランス人の患者に必要がなければ，市町村立の病院は外

国人を無料で入院させる決まりになっていた。1900年には，マルセイユの市立病院H6tel－

Dieuとコンセプシオン病院H6pital　de　la　Conceptionの産科を除く年間の入院患者数10，582

人のうちイタリア人の患者は2，659人（25％）で，産科は年間の入院患者数974人のうち198

人（20％）がイタリア人女性の患者であった。「病院当局によって行われた諸調査によると，

病院の患者の平均の入院期間は30日で，毎日の平均の費用は2。50リラとなり，マルセイユの

イタリア人へ施された無料の治療のための支出は，約14万フランという年間の総額64）」にま

で達していた。しかし，副領事のロッシは，「これは確かにかなりの額であるが，私たちイタ

リア人の労働がフランスにもたらす，計り知れない経済的利益を考えれば，法外であるとは考
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えることができない6「°）。」と，マルセイユの一般住民がどれほど感じてくれていたのかわから

ない，イタリア人のマルセイユ，そしてフランスでの社会的貢献を強調するのであった。

　②　港湾都市マルセイユの人ロ吸引力

　これまで利用してきた国勢調査などの統計資料は，主に居住人口を対象にしたものであった。

港湾都市マルセイユには，すでに幾度か検討してきた出稼ぎ労働者の他にも，マルセイユに一

時滞在してリヨンやパリに鉄道で向かうイタリア人や，アメリカ大陸などの諸国にマルセイユ

の港から船で出国するイタリア人たちも多数いたようであった66）。そこで，統計数値にはかな

りの過少推計があると考えられるが，マルセイユの港から出国したイタリア人に関してのみ，

マルセイユの人口吸引力の特徴の一つとして簡単に補足をしておきたい。

　統計年鑑によれば，1857－1893年の間に，約130万人がフランスの港から出国したが，その

うち24万人がフランス人で，106万人が外国人であった。この外国人の出国者の中では，イタ

リア人が47万人と最も多く，次いでドイツ人が18万人，スイス人が17万人を数えていた67）。

より詳しく表9から，1889－1894年の期間にフランスの港から出国したイタリア人の数を見て

みると，マルセイユからの出国者数は余り多くはなく，滅少傾向にさえある。しかし，イタリ

アの港からやって来て，マルセイユの港に一時的に寄港し，アメリカ大陸などに出国するイタ

リア人は相当な数に上った68）（表10）。マルセイユの港から出国したこのイタリア人たちが，

どのようなイタリアの，あるいはフランスの海運会社の蒸気船を利用したのかについては明ら

かにされていない。それでも，マルセイユでは1881年に，マルセイユとニューヨーク間の航

路がファーブル社Compagnie　Fabreによって設けられ，20世紀初頭にはラテンアメリカ行

きの航路が，フランスとイタリアの海運会社により競われ発展していたのである69）。

表9　フランスの港におけるイタリア人の出国の動向（人）

ボルドー ルアーヴル マルセイユ ブーローニュ

1889 1，233 9，414 6，986

1890 1，126 12，854 4254
1891 594 13，796 2，580

1892 345 8，119 1，721 1，763

1893 456 6，584 1，870 1，408

1894 275 4，306 1，916 124

G．　Yver，　“Emigration　italienne”，　Annales　de　ge’ographie，　no，26，1897，　p，132．より作成。

表10　マルセイユに一時寄港したイタリア人の出国の動向（人）

1889 1890 1891

9，456 8，685 11，669

Ibid．，　p，132．より作成。
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　国内移住から移民へと主要な移住の流れが変化した，19世紀から20世紀初頭にかけてのマ

ルセイユの移住現象を，統計資料を用いながら本章では考察してきた。又，移住という現象が，

当時のマルセイユの人々にどのように捉えられていたのかについても，幾人かの証言を参考に

検討を試みてみた。次章では初めに，マルセイユの移住現象で重要であったイタリア人の特徴

を人口学的にまとめる。次に，1901年の国勢調査の統計結果を基にして，移住者の地理的分

布と就業状態もイタリア人を中心にしながら考察を加えていきたい。

第3章移住者の地理的分布と就業状態

　（1）マルセイユのイタリア人の特徴

　マルセイユのイタリア人の特徴に関しては，歴史家ピエール・ミルザなどの研究を参考に整

理してみると，フランス全体のイタリア人に比べて，マルセイユのイタリア人は大部分が北部

出身ではあったが，南部（特にナポリ）や中部出身者の割合もより高かったことがまず指摘で

きる。女性の数も多く，より早めの定住化の傾向が見受けられ，1886年には男性が34，508人

で女性は25，315人であったが，1911年には男性が50，583人で女性が46，474人となり，かなり

男女差が縮まっていた7°）。この定住化の傾向と原因については，1903年に副領事のロッシが

次のように説明していた。「…マルセイユ管区におけるイタリア人による移民は，初めは一時

的なものに過ぎなかったのであるが，時が経つに連れて，一部は永続的な特徴をもつようになっ

ている。それは，安定した職業を手に入れるために努力し，少しずつ環境に慣れてきたイタリ

ア人たちには，母国では同じような報酬のある仕事は見つけられず，古くてより快適ではない

生活習慣には再び馴染めないであろうという思いがあり，帰国するよりはむしろ，外国に留ま

ることを好んだからであった7］）。」

　マルセイユの経済発展の他に，イタリア人を多く引き付けた要因としては，地理的，文化的

な近さや，古くからの人的交流なども考えられるが，イタリア自体の状況も重要であった。イ

タリアの人口は，1871年から1914年の間に，2600万人から3650万人へと増加し，人口過密

となり農業恐慌も経験していた72）。極めて限られた期間内での分析ではあるが，表11が示す

ように，イタリアの出生率は，フランスやマルセイユに比べて実際かなり高かった。こうした

高い出生力は，少なくともこの時期は移民を通じて，マルセイユにある程度持ち込まれていた。

表12のマルセイユのイタリア人の出生数と死亡数は，イタリア人の老人の帰国や，祖国イタ

リアでの出産などの影響も考慮すべきではあるが，それでも，コレラが流行した1884年以外

は，イタリア人がマルセイユの人口増加に寄与していたと言えるであろう73）。マルセイユの統

計学者ジョゼフ・マチウも，今度は不安感からではなく，まるで頼もしげに，「イタリア人の

居住者たちはこのマルセイユに，よりますます深く根づくようになっている74）。」と，マルセ

イユのイタリア人たちの人口的，さらには社会的な重要性を認識するまでになっていた。
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表lll882－1884年の間の出生率と死亡率（％o）

イタリア フランス マルセイユ

出生率 死亡率 出生率 死亡率 出生率 死亡率

1882

P883

P884

37．2

R7．2

R9．0

27．6

Q7．6

Q69

24．8

Q4B

Q4．7

222

Q2．2

Q2．6

28．4

Q9．4

Q9．2

30．2

R1．0

R3．9

イタリアとフランス：B．R．　Mitchel］，　European魏s‘oガcα♂Statistics，1　750－1975，2nd　revised　ed．，　London，】981，　pp．

119－120．マルセイユ：Mireur，　op．　cit．，　p．343．より作成。

表121882－1884年の間の出生数と死亡数（マルセイユ全体とイタリア人のみの比較）（人）

マルセイユ全体 マルセイユのイタリア人

出　生　数 死　亡　数 出　生　数 死　亡　数

1882

P883

P884

10，256

P0，758

P0，778

10，915

P1，390

P2，500

1，904

Q，270

P，850

935

X45

P，240

マルセイユ全体：Mireur，　op．　cit．　p．341；イタリア人；Joseph　Mathieu，“Les　ltaliens　a　Marseille”，　Annαtes

administratives　et　statistiques　des　Bouches－du－Rhδne，1884－85，　p，218．より作成Q

　（2＞移住者の地理的分布と都市改造の影響

　マルセイユという都市で，移住者がどのように居住していたのかを知るために，本稿では約

91％がイタリア人であった1901年の外国人の地理的分布のみを，地図を用いて確認していき

たい。1901年の外国人の分布を表す図6と表13をまず見ると，都市北部の7区と5区や，旧

港の北側の1区に外国人が集中しているのが確かめられる。歴史家シーウェルが分析した

1851年の人口調査原簿の結果75）では，ほぼ1区に該当する旧港の北側は，外国人の割合がす

でに20％近くにまで達していた。しかし，その後50年間で外国人の集中の度合いが31．7％と

さらに高まっている。又，表面積を考えれば，この旧港の北側は外国人が非常に多く感じられ

たであろう。1851年の時点では，5区と7区におよそ該当する都市北部の諸地区などは，外国

人の割合がわずか5％以下でしかなかった。1901年に都市北部の外国人の割合が30％以上に

まで上昇したのは，19世紀に行われた都市改造が，外国人の移住者の居住傾向に大きな影響

を及ぼしていたからであった。　　　　　　　　　噛

　19世紀マルセイユの都市改造に関しては，図7の都市地図を使って説明してみると，1日港

Vieux　Portあるいはその右側の，マルセイユの目抜き通りであるカンヌビエール通りRue

Canebiさreより上の都市の北部地帯が何よりも重要となる。地図上のFの2にあるサン＝シャ

ルル駅Gare　Saint－Charlesは1848年の1月に落成し，この駅と支線で結ばれていたBの1か

ら3付近が新港となり，ジョリエット停泊区Bassin　de　la　Jolietteは1853年に完成した。新

たに三つの停泊区の建設をめざして，1856年以降さらに北に延長された新港の周りには，港

湾倉庫や港湾駅，新たな街区や工場が建設され，19世紀後半からはこの工業中心地帯に多く
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　　　　［＝］0～4．9％∵・・：5～9．9％　≡　IO－一　14．9％㎜1ト19．9％

　　　　［＝コ20－－24．9％睡囲25～29．9％■30～34．9％

Jean－Luc　PinoL　dir．．Atlas　histon’que　des　vittes　de　France，　Barcelona，1996，　p．195．の

地図，Gaston　Rambert，　Marseille，　La　fo？7nation　d　’une　grande　citeJ　moderne，　Marseille，

1934，p．453．の調査区，表13の数値より作成。

図6　1901年の外国人の分布

表13　1901年の外国人の分布（人，％）

調査区（Cantons） 外　国　人 総　人　口 外国人の割合 順位

ler 13，672 43，063 3L7 2

2e 7，202 70，189 10．3 10

3e 5，539 28，821 19．2 7

4e 5，032 37，514 13．4 9

5e 20，882 67，846 30．8 3

6e 3，726 43，583 8．5 11

7e 15，363 44235 34．7 1

8e 2，407 33，079 7．3 12

9e 6，542 34，616 18．9 8

10e 8，733 39，284 22．2 4

lle 6，836 34，954 19．6 6

12e 2，901 13，977 20．8 5

合　　　計 98，835 491，161 20．1

外国人：Masson，　Lα助躍α‘ゴoη，　p．185；総人口：Minist6re　de　rInterieur，　De’nombrement　de　ta　poputation，1901，　Paris，

1902，p．154．より作成。
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の移住者が引き寄せられて来だ6’（図8）。新港と1日港を結び付ける目的で建設された共和国通

りRue　de　la　R6publique，完成した時の帝国通りRue　Imp6rialeも，旧市街の一部を取り壊

して，1862－1864年の間に驚くべき速さで建設されていた。19世紀以前の簡単な都市地図であ

る図9と見比べると，19世紀に都市の北部がいかに変貌を遂げたのかが明らかである。
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．．睡艦譜再
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篭
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懸線撫轍1

膨μこ

Ren6e　Lopez　et　Emile　Temime，　Histoire　des　migrations　d　Marseitle，∬J，：乙歓ραη∫ど‘，η
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　新港沿いの工業中心地帯の他にも，中心部の旧港の北側には外国人が相当に集中していた。

そこで，この旧市街に建設された帝国通りの状況についても，若干の説明を付け加えておきた

い。帝国通り沿いには，当初はブルジョワ向けの高級アパルトマンが建設されたが，裕福な住民

たちは，都市の南側に住み続けることを好み，帝国通りの不動産投資は失敗に終わっていた77）。

帝国通りの建設では，旧市街の一部しか取り壊されなかった。残りの大部分の旧市街には，低

家賃の住宅に庶民たちが居住し続けており，そしてその周囲の庶民的な雰囲気が，帝国通りに

も徐々に浸透していった78）。帝国通りの建設後も，旧市街は結局，労働者や漁師，一時滞在者，

つましい手工業者たちの領域のままであり，さらには，老朽化した住宅の家賃に引かれて，よ

り多くの外国人が集まって来てもいたのであった79）。

　⑧　移住者の就業状態と居住傾向

　移住者，特にイタリア人が大部分を占めた外国人の地理的分布は確認できたので，本節では

就業状態との関連で移住者の居住傾向を把握したい。ここでは，1901年の国勢調査における

ブーシュ＝デュ＝ローヌ県の統計結果8°）を用いて検討する。フランス人と外国人の比較をしな

がら，表14から男女別に労働力人口を分析してみると，アンダーラインが引かれた雇用者内

の失業率において，外国人の失業率は決して高くなく，男女とも工業部門が最も高い失業率に

　表14　国籍，産業・従業上の地位別労働力人ロ（1901年の国勢調査：ブーシュ＝デュ＝ローヌ県）

農林漁業 工　業＊2 商　業 奉公サーヴィス 自由業＊3

雇主 雇用者＊1 独立
A業者 雇主雇用者 独立

A業者
雇主 雇用者 独立

A業者
雇主 雇用者

独　立

A業者
雇主 雇用礁業薯

8
β
6
9
．
一
．
．
幽

13，183 19β34　　「「τ 8，61577，071「■幽・一

9
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3
3
・
．

6，898 18，337 8，705 1，988 575 23，720　2，237フランス人

j　性＊” 262（2．0％） 6，001（7．2％）
．一．．．

1，062（5．5％）
．． ｧ．「■「．．冒

Q7（1．3％）
．．

　　　　　　「．冒
X5（0．4％）

外国　人
j　性＊‘

．一．

369　1，736　1，175 1，10027，937　2β31 1，171　3，357　1，423 311 10　　299　　238
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P32（3．8％）
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P5（5．0％）

・一．．．
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P1（3．7％）

女性の
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87（1．8％）

＊1 ﾙ主に有給で雇用される雇用者だけが，就業者か失業者に分類されている。上段の数値は就業者，下段の数値は失

　業者であり，括弧内の割合は雇用者内のみの失業率を示す。失業者とは通常は事業所に雇用されて働いているが，

　調査時に一時的に失業中であったもの。
＊2 ﾌ掘業，加工業，運輸業，倉庫業が含まれ，厳密な意味での「工業」とはかなり異なる。それでも，加工業が最も
　多数となっている。
＊A’

�ｱ員も含まれる。ただし，国営工場の従業員は，工業の部門に含まれる。
’4 tランス人には，自県内出身（出生：以下同様）者，他県出身者，外国出身者，出身地不詳者，帰化人を含める。
＊5 O国人には，外国出身者，フランス出身者，出身地不詳者を含める。この外国人とフランス人を合計した数値が総
　数となる。

＊分類不能の1，284人は表作成の対象外とした。
recensement　de　1901，　t．1，　pp，　XVII－XVIII；t．　2－2e　partie，　pp，642－643，652－653，657－680．より作成。
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　recensement　de　1901，　t．2－2”partie，　pp．652－653．より作成。

図10　国籍，産業・従業上の地位別就業者割合＊’（1901年のブーシュ＝デュ＝ローヌ県）

フランス人男性

外国人男性

男性の総数
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＊1 ﾙ用者内の失業者のみ。　”15歳以上人口から労働力人口を差し引いた人口。
　recensement　de　1901，　t．2－2’partie，　pp．642－643，652－653．より作成。

図ll　国籍別労働力と非労働力（15歳以上人ロ）（1901年のブーシュ＝デュ＝ローヌ県）

なっているのが確かめられる81〕。農林漁業を除いた就業者の割合を表す図10からは，男性で

は工業の雇用者が，女性では奉公職も重要であるのが確認できる。図からは把握できないが，

スイス人とドイツ人の女性は，就業者の50％以上が主に女中となっていた。外国人の就業者

に，11業の雇用者の割合が男女ともより高いのは，イタリア人男性が75．6％，イタリア人女性

が45．3％と高い割合を示していたからであった。

　図11では，労働力人口と非労働力人口との比較から就業状態を分析すると，外国人の就業

者の害IJ合がより高い。イタリア人男性のみでは91．0％と極めて高い割合になり，イタリア人女
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性も47．2％であった。よって，いかに多くのイタリア人，特にイタリア人男性が，就労目的で

ブーシュ＝デュ＝ローヌ県やマルセイユにやって来ていたのかがわかるであろう。又，外国人

男性の失業者の害IJ合が4．9％と高く，イタリア人男性では5．1％と最も高い割合になるのは，失

業率の高い工業の部門に，イタリア人男性が集中していたのが原因であった。

　20世紀初頭の経済地理学者ポール・マッソンPaul　Massonは，路面電車がかなり普及した

1921年においても，イタリア人の労働者たちは雇われた工場の出来るだけ近くに住むことを

望んでいたと指摘していた82）。少なくとも本稿が対象としている期間では，イタリア人はより

仕事場に近い所に居住していたと考えられるだろう。そこで最後に，イタリア人の居住傾向を，

図6の調査区を再び参照しながら，すでに把握できた就業状態との関連でまとめておきたい。

1区と3区に該当する，旧港の北側にある旧市街は，イタリア人が最も多く集まる場所の一つ

で，漁業を営むことが多かったナポリからの移民が目立っていた。ナポリの漁師たちは，初め

は漁期ごとにマルセイユにやって来ていたが，徐々に家族を伴って定着するようになる。かつ

ては豪華な邸宅であった場合もある，荒廃した古い家屋の限られた空間しかない各部屋に，イ

タリア人の家族全員や，五，六人の独身者たちが，埋め込まれて暮らしていた。「小ナポリ

Petit　Naples」とまで呼ばれていたこれらの地区では，食料品店や衣料品店，理髪店，金物屋，

カフェ，薬屋などの，様々な商店がイタリア人たちによって開かれていた。その他にも，イタ

リア人によるあらゆる職業が見受けられたが，特に，靴屋や仕立屋，帽子製造業者，指物師，

石工などの手工業者が多数であった83）。

　ラザレやアランクといった諸街区のある4区には，仕事場である停泊区の近くにいることを

好んだ，イタリア人の港湾労働者たちが住んでいた。そして，都市の北部に位置する5区や7

区では，都心により近い地帯に，搾油工場や（ろうそくの原料である）ステアリン製造工場

石鹸工場などがあった。より遠くの北の地帯には，化学工場や砂糖の精製所，瓦工場，製粉所

などがあり，多くの移民労働者を引き寄せていた。とりわけ搾油工場や製粉所，瓦工場などで

は，1911年にそれぞれ5，000人近くものイタリア人が，労働者として雇われていた。そして，

石鹸工場では約2，000人，製粉所では約1，800人のイタリア人が，同じく1911年に働いていた。

仕事がよりきつくない，砂糖の精製所やステアリン工場では，女性が多く雇われる傾向にあっ

たようであるs4）。

　9～11区の南部や南東部の諸地区でも，より少数のイタリア人の労働者が，まだ住み続けて

はいた85）。しかし，これらの諸地区では，極めて限られた人数ながらも，イタリア人社会で影

響力のある実業家たちも居住しており，ブルジョワが多く住む諸地区などでは，女中として雇

われるイタリア人の女性も多く見られた86）。このようにマルセイユのイタリア人たちは，工場

労働者が圧倒的に多数であったとはいえ，その他にも様々なあらゆる職業に従事しながら，マ

ルセイユで都市生活を営んでいたのであった。
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おわりに

　国勢調査などの統計資料に基づきながら，19世紀初頭から20世紀にかけてのマルセイユの

移住の長期変動を明らかにすることが，本稿が設定した大きな課題であった。統計分析の結果

からは，第二帝政期に該当する1851－1871年の期間には国内移住が顕著で，この期間に増加し

つつあった外国からの移住，移民が次の1872－1911年の間に重要となっていたことが判明した。

本稿が対象とした期間内に，常に国内移住も移民も同時に見受けられたのは確かであるが，し

かし，主要な移住の流れは，19世紀から20世紀初頭の間に国内移住から移民へと推移してい

たのである。

　当時のマルセイユの住民たちの，いくつかの証言からも，第二帝政期における外国からの移

住者は，国内移住者と同じような扱いを受けており，むしろ，この時期に増加したフランシオ

と呼ばれた，プロヴァンス語でなくフランス語を日常的に話す移住者に対する用心深さと毛嫌

いが，幾人かのマルセイユの人々には感じられた。第三共和政期の1872－1911年には，統計数

値でマルセイユの人口変動を客観的に見ていた統計学者は，移民の社会的重要性を痛感するよ

うになり，労働力不足を懸念していた経済界の人たちは，「警戒して観察しながら」移民を受

け入れるように勧めていた。一般住民の感情については本稿では十分に展開することができな

かったが，不況時の19世紀末には，特にフランス人労働者などは，より安い賃金で働く移民

労働者のイタリア人に敵意を抱く場合もあったと考えられる。又，出生率の低下の問題や，増

加する外国人の管理の問題に，当時のフランス政府がどのような措置を講じたのかに関しても，

1889年の国籍法の意義を問いながら検討してきた。この1872－1911年の期間は，とりわけ外

国人が多数いたマルセイユでは，あらゆる階層の人々がかつてなく「移民」を意識せざるを得

なくなっており，その後も多くの移民労働者を受け入れ続けるフランス社会での，まさしく

「移民」の時代の幕開けを港湾都市マルセイユの人々は体験していたと言えるだろう87）。

　移住者の数量的動向を把握した後には，都市における移住者，本稿ではイタリア人が大部分

を占めた1901年の外国人の地理的分布を確認し，移住者の居住傾向が都市改造や就業状態と

いかに密接に関わっていたのかを，都市地図などを用いながら概観してきた。19世紀の後半

以降，都市の北部に建設された新港沿いには，工業中心地帯が発展し多くの移民労働者を引き

寄せていた。かつてより外国人が多数いた旧港の北側の旧市街も，1864年の帝国通りの建設

後に，さらに外国人が集中するようになっていた。そして，外国人人口の約91％を占めてい

たイタリア人は，工場労働者が圧倒的に多数ではあったが，都市固有の多様な労働力需要を満

たすために，その他にも様々な職業にマルセイユで従事していたのであった。

　1901年の国勢調査にもなると，移住者，特に外国人の地理的分布と就業状態を簡潔に知る

ことが可能となっていた。これは統計技術の発達や，統計への関心の高まりなどの理由に加え
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て，統計学者や国勢調査を刊行する国家が，国籍の調査事項が初めて導入された1851年より

もはるかに，外国人人口に注意を払うようになっていた結果であると考えられる88）。本稿では，

この国勢調査などのマクロな統計資料を分析して，移住現象の長期的な動向は具体的に把握で

きたのだが，マルセイユに暮らしていた移住者たちの姿を，詳細に描き出すことは出来なかっ

た。今後は本稿での分析を基礎にして，すでにいくつかの研究が行っているように，マルセイ

ユの特定の街区や職業などに焦点を絞りながら，ミクロな視点に基づいた研究も行っていく必

要があるであろうew）。
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　　　　　　　　Migration　in　Marseille（1806－1911）

The　transformation　from　internal　migration　to“immigration”

KOKUBU　Hisao

　　　During　the　period　from　the　nineteenth　century　to　the　beginning　of　the　twentieth

century　in　France，　while　population　growth　was　stagnant　dine　to　the　falling　birth　rate，　the

concentration　of　population　was　occurring　in　urban　areas，　which　was　in　fact　the　process

of　urbanization．　However，　the　labor　force　was　insufficient　with　only　the　internal　migrants

in　France　where　industrialization　was　progressing，　so　the　country　had　little　choice　but　to．

depend　on　immigrants　from　foreign　countries．

　　　Using　statistical　data・，　such　as　national　census　data　etc．，　this　paper　aims　to　ascertain

maconcrete　manner　the　long－term　trends　of　migration　in　Marseille．　Marseille　was　a　port

city　in　southern　France　where　internal　migration　played　an　important　role　and　where

foreigners，　especially　Italians，　were　extremely　concentrated．　This　paper　will　also　review

what　Marseillais　thought　of　the　phenomenon　of　migration　at　the　time　it　was　in　the　proc－

ess　of　changing　from　internal　migrants　to　foreign　immigrants．

　　　The　percentage　of　Italians　in　the　total　population　of　Marseille　reached　a　peak　of　18％

in　1901，　which　rose　to　91％when　looking　only　at　the　foreign　population．　Many　of　these

Italians　were　working　as　factory　workers　in　the　industrial　area　irl　the　northern　part　of　the

city，　which　had　been　constructed　along　with　new　ports　in　the　late　nineteenth　century．

However，　in　Marseille，　they　were　also　working　in　various　jobs　to　meet　varied　labor　force

demand　of　the　city．

Keywords：urbanization，　Marseille，　internal　migration，　immigration，　Italians
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